
１．不祥事根絶に向けた本校の取組方針 
 (1) 継続的に当事者意識を持って不祥事根絶に取り組む。 

 (2) 法令を遵守する。 

 (3) 生徒の人権を尊重する。 

(4) 教職員が互いに敬意と信頼に基づく職場環境を築く。 

 

２．本校で考えられる不祥事とその未然防止に向けた取組について 分類(無知、過失、故意、確信) 

テ

ー

マ 

《本校の現状と課題》 

(考えられる不祥事) 

分類 《原因や背景》 

 

《行動目標》 《未然防止に向けた個別取

組》 

           

 

 

不

適

切

発

言 

休み時間や放課後に職員室を

来訪する生徒が多く見られ

る。また、面談の機会も多

く、生徒との会話の機会は多

い。故意でなくとも、不適切

な発言をしてしまう事が考え

られる。 

また、部活動等の指導におい

て、人権に配慮できない強い

指導が行なわれる事も考えら

れる。 

 

無知 

 

無知 

 

過失 

確信 

・冗談のつもりで言ってしま

った。 

・相手のこと(背景)を知らず

に言ってしまった。 

・つい口が滑ってしまった。 

・生徒をよりよい方向に導こ

うとして、配慮に欠けてし

まった。 

・同じ言葉でも受け取る人によっ

ては、著しく傷つくことがある

ので、相手の立場で物事を考え

る。 

・教員の発言には、少なからず影

響力があることを自認する。 

・自分の周囲で不適切な発言があ

った場合は、積極的にフォロー

する。直接言えない場合は、第

3 者に相談する。 

・社会の変化に学校も順応する。 

(ハラスメントを許さない) 

・面談や各種調査等を通し

て、学校生活だけでな

く、家庭での様子も把握

するように努める。得ら

れた情報は学年だけでな

く広く共有できるように

する。 

・できるだけ複数で面談や

指導に当たるなどして、

不適切な発言があった場

合にフォローできる体制

を作る。 

・普段からよりよい人間関

係を築いて、風通しの良

い職場環境をつくる。 

・研修の機会を設ける。 

 

 

 

 

 



テ

ー

マ 

《本校の現状と課題》 

(考えられる不祥事) 

分類 《原因や背景》 

 

《行動目標》 《未然防止に向けた個別取

組》 

    

 

 

 

情

報

漏

洩 

休み時間や放課後など、生徒

が自由に職員室に入ってくる

様子が見られ、机上や PC の

画面から個人情報がみられる

可能性がある。 

また、情報共有を活発にする

ことで、職員室内で個人情報

等の話がなされ、隣の部屋や

廊下等に声が漏れているかも

しれない。 

各教室のプロジェクターやス

クリーンの設置で、PC を用

いた授業が進んできているこ

とで、スクリーンに個人情報

が映し出される心配がある。 

確信 

 

 

無知 

 

過失 

・生徒が机上や PC を覗くは

ずがないという思い込みが

あった。 

・個人情報に対する認識の甘

さ。 

・近くに人がいるとは知らず

に話してしまった。 

・電話の話し声が、大きくな

ってしまう。 

・個人の一人一台 PC を教室

に持ち込んで授業をしてい

る。 

 

・職員室には大量の個人情報があ

り、机上や PC の画面は、誰か

が見ているかもしれないという

認識を持つ。 

・常に周囲に気を配り、情報管理

の意識を高める。 

・情報モラルを教員間で共有す

る。 

・生徒を職員室に入れる際

には、声をかける。 

・机や棚の整理整頓を心掛

ける。特に、席を離れる

際、机上に個人情報がな

いか確認する。 

・後ろから個人情報が見ら

れないような机のレイア

ウトにする。 

 

・定期的に、不要な個人情

報はシュレッダーにかけ

る。また、データファイ

ルについても整理する。 

 

・情報機器の取り扱いにつ

いてのマニュアルを作成

する。 

・情報漏洩について

（ICT）の研修を実施す

る。 

 

 

 

 

 

 

 



テ

ー

マ 

《本校の現状と課題》 

(考えられる不祥事) 

分類 《原因や背景》 

 

《行動目標》 《未然防止に向けた個別取

組》 

 

 

交

通

事

故 

本校の職員は大半の者が、自

家用車で通勤をしている。ま

た、周囲の道幅は狭く、バス

や送迎の保護者の車、生徒の

自転車や歩行者などが朝の時

間帯や放課後の時間帯に集中

するため交通事故が起きやす

い状況にある。 

過失 ・時間的に余裕がなく、不注

意になる。 

・交通の便が悪く、送迎を禁

止しても守られていない現

状である。 

・自転車の危険運転など、予

測不可能な行動も見られ

る。 

・時間に余裕を持って行動する。 

・校内では徐行を厳守する。 

・事故が起きた場合には、適切に

対処し、警察や管理職に速やか

に連絡する。 

・交通ルールを遵守する。 

・送迎は原則禁止である事

を保護者に周知徹底す

る。 

・朝の時間帯などで、学校

周辺の道路を一方通行に

するなど、地域や保護者

の方にも協力をしてもら

う。 

 

 

S 

N 

S

の

取

り

扱

い 

インスタグラムなど SNS の

情報を、生徒や保護者が閲覧

できる状態になっている場合

が考えられ、個人情報が流出

する場合がある。また、職場

への不満等の書き込みから、

学校への不信感が生まれる可

能性が考えられる。 

コロナ禍で Classroom の活

用が進んだ反面、不適切な内

容がアップされる可能性があ

る。 

 

 

 

 

 

無知 

過失 

無知 

 

 

 

 

 

 

・生徒が教員の SNS を知っ

ている。 

・SNS に対しての知識や不特

定多数に見られる認識不

足。 

 

 

 

 

・常に、教育公務員としての自覚

を持つ。 

・きちんとした知識を身に付けて

責任を持って管理する。 

・不必要なものは削除す

る。 

・鍵をかけるなど、情報の

管理を徹底する。 

・Classroom の投稿を複

数の目でチェックする。 



テ

ー

マ 

《本校の現状と課題》 

(考えられる不祥事) 

分類 《原因や背景》 

 

《行動目標》 《未然防止に向けた個別取

組》 

 

 

 

 

体

罰 

頭髪指導等の生徒指導におい

て、頭部や髪の毛に触る機会

が考えられる。 

また、部活動における指導で

も生徒に触れる機会が考えら

れる。 

生徒指導における言葉使いが

威圧的になり、言葉の暴力に

なり得る可能性がある。 

無知 

過失 

 

確信 

 

 

過失 

確信 

・体罰のつもりではなく、頭

部や髪の毛に触り、体罰と

して受け取られた。 

・信頼関係が築けていたと思

い込んでいた。 

 

・指導する側とされる側とい

った上下関係から、威圧的

な言葉を使ってしまった。 

・生徒には基本的に触らないよう

する。 

 

 

 

 

・生徒に対して、一人前の人間と

しての対応を心掛ける。 

・生徒に触れる前には、

「ちょっと触るよ」など

一声をかけるようにす

る。 

・アンガーマネジメントを

心掛ける。 

・他の教職員がフォローで

きる体制を作る。 

・大勢の前で指導されるこ

とを過剰に嫌がる生徒も

いるので、できるだけ避

ける。 

 

 

わ

い

せ

つ

行

為 

 

指導の際、生徒にかなり近づ

く、肩をポンポンと軽くたた

く等の行為が考えられる。ま

た、体育や部活動において、

けがの処置やストレッチの場

面などで生徒に触れる場合が

考えられる。 

確信 

 

 

 

無知 

・信頼関係があると一方的に

考えていた。 

・指導に対して生徒の理解が

得られていなかった。 

・教員のわいせつ行為に対す

る認識が低い。 

・わいせつ行為に対する認識を深

める。 

・生徒一人一人を複数の先生とつ

なげる。 

・わいせつ行為につながる環境を

つくらない。 

・わいせつ行為に対する研

修を実施する。 

・指導の際には目的を説明

し、身体に触れる場合は

声をかける。また、同性

の教員や生徒に協力して

もらう。 

・複数の教員で指導にあた

る、部屋のドアを開けて

おくなど、密室にならな

いようにする。 

 

 

 



テ

ー

マ 

《本校の現状と課題》 

(考えられる不祥事) 

分類 《原因や背景》 

 

《行動目標》 《未然防止に向けた個別取

組》 

 

 

 

 

 

飲

酒

運

転 

本校は交通が不便な立地にあ

るため、自家用車で通勤して

いる職員が大半である。その

ため、懇親会場へ職場から直

接行って、アルコールを摂取

し飲酒運転をすることが考え

られる。 

確信 

 

 

 

無知 

 

 

故意 

・自分では仮眠・休憩を十分

取ったつもりでいたが、酒

気が残っていた。 

・翌朝まで酒気が残ってい

た。 

・アルコール分解にかかる時

間や量についての知識が不

足していた。 

・近距離の運転なので大丈夫

だと思った。 

・小規模、プライベートな飲

み会で気の緩みがあった。 

・飲酒後は絶対に運転しない。 

・翌朝でもアルコールが残る、二

日酔い等も考えられるので、体

調面を考慮して無理に運転をし

ない。 

・飲酒後に運転をするよう

な予定は入れない。 

・公共交通機関、送迎、代

行運転など、飲酒後の帰

宅方法を決めておく。 

・飲酒を勧めないなどの雰

囲気づくりを心掛ける。 

・翌朝までアルコールが残

らないように、自分のア

ルコールの適量を知り、

飲酒量や時間帯を考慮す

る。 

・ストレスをためない。 

・私生活を充実させること

で、守るべきものをつく

り、抑止力とする。 

・研修の実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．令和 4年度の組織としての具体的な取組について 
 （１）本年度の組織取組方針 

    ２で示した本校で考えられる不祥事等について、職員が継続的に意識できるような組織としての取組を実践する。 

 （２）具体的な取組 

   ・年三回（７月、１１月、２月予定）、全教職員がデスクネッツのアンケートシステムを利用したコンプライアンスチェックを行い、 

職員会議で結果を情報共有する。 

 ⇒ ７、１２月実施したコンプライアンスチェック結果（別紙１）、未然防止のための取り組みの一環で概ね期待通りである。 

   ・講義形式のコンプライアンスミーティングではなく、小グループで対話形式のコンプライアンスミーティングを実施 

     ⇒ １２月１９日（月）に体罰・セクハラの事例を挙げてのミーティング 

       活発な意見交換によりコンプライアンス意識の向上につながった 

   ・３人グループで参加する「無事故・無違反チャレンジ１．２．３」の奨励（６月予定） 

⇒ 周知遅くグループでの申し込みできず、次年度に持ち越し 

 

４．令和 4年度の総括について 
 ３（１）について 

  〇 各分掌・学年ともに概ね各テーマに係る未然防止に向けた個別取組を実践できた。 

  〇 交通事故数件あり、教員の授業等での不適切発言を生徒に指摘されたこともあり、これからも継続して取り組む必要がある。 

 （２）具体的な取組 

   ・コンプライアンスチェックについては、年 3回実施し、結果を職員会議で情報共有し、コンプライアンス意識継続に効果があ 

ったと考えられ継続して実施していく。 

   ・コンプライアンスミーティングは、小グループで対話形式で体罰・セクハラの事例を挙げて実施し、思った以上に活発な意見 

交換ができ、各職員のコンプライアンス意識の向上につながった。 

   ・３人グループで参加する「無事故・無違反チャレンジ１．２．３」の奨励は、周知遅くグループでの申し込みできず、次年度 

に実施を持ち越した。 

 


